六年生の皆さん、本日はご卒業　おめでとうございます。
○○小学校で過ごした日々を糧に、みなさんは、これから大人への階段を上り始めます。

「袖振りあうも多生の縁」ということわざがあります。道で人とすれ違い、袖が触れ合うようなささいなことでも、それは何度も繰り返された昔からの縁によるもので、すべては理由のないただの「偶然」ではなく、そういった人との出会いやつながりを大切にしなければならないという意味です。

同じ小学校に入学し、となりの席に座った友だちに「縁があるなあ」とは、入学したばかりの一年生の時には思ったことはなかったかもしれません。しかし、今、６年生として○○小学校を卒業して行く皆さんは、自分の周りに座っている友だちの顔を見て、こうした「縁」というものを感じているのでしょうか。長い時間を供に過ごし、楽しいことも苦しいことも一緒に経験し、乗り越えてきた「仲間」としてもっと強い思いを感じているかも知れませんね。

そう、「縁の糸」を６年間かけて編みこんできたこの「絆」は、まさに皆さんの財産です。これから皆さんが自分の夢に向かって進んでいくときにどんな「縁」に導かれ、どれだけ多くの人との出会いが待っているのでしょうか。どんな人と出会い、どんな「絆」を結んでいくのでしょうか。楽しみですね。
ただ、これから皆さんが歩んでいく道は、決して楽しいことばかりではないでしょう。しかし、どんな大きな壁に突き当たっても、この６年間で培った○○っ子としての「絆」は決してほどけて無くなってしまうことはないはずです。どうか、○○小で友だちと結んだ強い「絆」を大切にしながら、これからの皆さんの新しい物語を紡いでいってください。

保護者の皆さま、本日はお子様のご卒業おめでとうございます。あっという間の６年間ではなかったでしょうか。今日、節目の日を迎えられたことに、心からお祝いを申し上げます。また、長い間、ＰＴＡ活動にご協力いただき、ありがとうございました。

ご臨席の校長先生をはじめ、先生方におかれましては、この６年間、子どもたちとの楽しい思い出とともに、多くのご苦労もあったことと思います。先生方と卒業生の心の「絆」はこの一年間で一層強く結びついたのではないでしょうか。「縁」で結ばれたこの「絆」を糧に、子どもたちは自らを育て、さらに強く、多くの「絆」を結んでいくことでしょう。そして他人を思いやることのできる大人になってくれると信じています。本当にありがとうございました。

[bookmark: _GoBack]地域の皆さま、本日はお忙しいなか、ご列席いただきまして、ありがとうございます。日頃から目には見えないけれど皆さまの温かくて強い「絆」が○○っ子を支えていると私は確信しております。この場をお借りしましてお礼を申し上げますとともに、これまでと変わらぬ優しさと厳しさで○○小学校の子どもたちをご指導いただきますよう、お願いいたします。
　
卒業生の皆さん。皆さんをここまで育て、守ってくれた、家族、先生、地域の方々への感謝の気持ちを忘れないでください。一人ひとりが自分を支えてくれたこの強い「絆」を力に換えて、夢と希望に満ちた新しい道を進んでくれることを願っています。

　最後になりますが、皆さんが将来、自らが他人に気づき、関わっていくことで「縁」を「絆」に変え、自らの努力で、夢をかなえることを願い、私のお祝いの言葉とさせていただきます。

今日は本当におめでとう。

